
時代の潮流①
・アジア諸国の高い成長率 1(1)
・財貿易の高い伸び率 1(2)
・ＴＰＰ、ＦＴＡの取り組み
・情報通信技術の進化と新たなサービス、
付加価値の誕生 2(1)

本県の現状①
・基幹産業としての製造業 2(2)
・相対的に低い県内総生産の伸び率 1(3)
・果樹を中心とした農業 2(4)
・豊富な森林資源 2(5)
・貴金属・ｼﾞｭｴﾘｰ、ﾜｲﾝ、織物等の産業 2(6)
・東京に近接し、リニアが開業予定 6(1)

可能性と課題①
・アジア諸国や東京の成長の取り込み
・リニアによる時間短縮効果
・基幹産業を支える技術
・果樹農業や森林資源、地場産業の蓄積

取り組みの方向性
・産業の振興による県内経済の活性化

↓
戦略１ 攻めのやまなし成長戦略
目的：良質な雇用の拡大等による県民所得の向上
手段：時代に対応した産業の振興

地域資源の活用
県外、国外から獲得した外貨の好循環
リニア中央新幹線の活用

政策 やまなしを牽引する産業の育成
・機械電子産業の優れた技術の蓄積を生かした産業の育成
・リニアによる時間短縮効果を活用した民間資本の誘致
・オリパラを起爆剤とした県内産業の活性化

時代の潮流②
・ヒトの移動の増加 1(4)
・新たな在留資格の創設
・訪日外国人の増加 1(5)

本県の現状②

・在留外国人や観光等で訪問する外国人の増加
2(6)

・観光客の約半数が富士・東部圏域 2(7)
・相対的に低い観光消費単価 2(8)

可能性と課題②
・多くの訪日外国人が来県
・様々な観光資源があるものの富士東部に観光客が集中
・観光消費単価の向上

政策 農業の成長産業化

・高品質で付加価値の高い農産物の生産拡大
・アジア諸国を含めたブランド強化と販路拡大
・ＩＣＴを活用したスマート農業の普及等による収益性向上

政策 観光産業の高付加価値化
・観光資源の魅力向上と高付加価値化
・インバウンド観光への対応強化
・観光産業の収益性の向上

政策 豊かな森林資源の活用

・高性能林業機械の活用等による森林施業の生産性向上
・県産材の公共建築物への利用促進などによる需要拡大
・森林空間の観光資源や森林環境教育の場としての活用

政策 地場産業や経済を循環させる産業の強化
・地場産業のブランド力向上
・地域に密着した産業の強化による地域経済の活性化

•戦略１ 攻めの「やまなし」成長戦略の考え方



時代の潮流
・求められる人材の変化 2(7)、2(8)
・人づくり革命の必要性
・Society5.0に対応した人材育成
・教育を通じて一人ひとりの

「可能性」と「チャンス」を最大化

本県の現状

・全体として高い有効求人倍率 2(8)
・事務的職業の低い有効求人倍率 2(8)

・児童生徒数の減少 2(9)

可能性と課題
・これから求められる人材が変化

・一人ひとりが可能性を最大限発揮できる教育環境
・若者の流出と人材の不足

取り組みの方向性
・次代を担う人材の育成・確保

↓
戦略２ 次世代やまなし投資戦略
目的：将来にわたって山梨が発展していくための

人材の育成・確保
手段：一人ひとりに向き合った質の高い教育

地域の産業と連携した産業人材の育成
スポーツ・文化による可能性の発揮

政策 一人ひとりの個性を生かした教育の推進
・少人数教育の計画的、段階的導入
・教員の負担軽減や相談支援体制の強化
・自然環境等を生かした幼児教育の充実

政策 産業を支える人材の育成・確保

・産業界と連携した人材の育成
・山梨で働く魅力の周知による県内就職の促進
・ＵＩターンの促進

政策 文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮
・文化芸術やスポーツに親しむ機会の提供
・文化財の次世代への継承
・競技人口の増加と競技力の向上

•戦略２ 次世代「やまなし」投資戦略の考え方



時代の潮流
・生産年齢人口の減少 3(1)
・保育所等に通う３歳未満児が増加 3(3)
・一億総活躍社会に向けた取り組み

→新たな三本の矢
①希望を生み出す強い経済
②夢を紡ぐ子育て支援
③安心につながる社会保障

・働き方改革の推進

本県の現状
・全国に比べ高い女性の就業率 3(2)
・全国的に高い水準の高齢者有業率 2(4)
・若年層の東京圏への転出 7(2)

可能性と課題
・女性や高齢者の高い就業率
・若年層の転出抑制と定着促進
・子育て支援、働き方改革等による活躍できる環境づくり

取り組みの方向性
・誰もが生涯を通じて活躍できる環境の整備

↓
戦略３ 活躍「やまなし」促進戦略
目的：多様な個人の能力が発揮され、生涯を通じ

て活躍でき、誰もが生きがいを感じること
ができる環境づくり

手段：子育て支援の充実
障害等の有無に関わらず活躍できる環境
移住者や外国人材の受け入れ

政策 ライフステージを通じて活躍できる環境づくり
・ポテンシャルを秘めている女性の活躍促進
・子育て支援の充実

・働き方改革の推進

政策 誰もが個性や能力を生かすことができる環境の整備

・障害者の就労支援
・地域で高齢者が活躍できる環境づくり
・疾病や介護などの個人の事情に応じた生活と仕事の両立支援

政策 地域へのひとの流れの強化
・関係人口の創出拡大と移住の促進
・外国人材の受入支援と共生に向けた環境整備

•戦略３ 活躍「やまなし」促進戦略の考え方



時代の潮流
・社会保障制度改革の取り組み
→分配と成長の好循環
人材確保の必要性

・地球温暖化の進展 4(1)
・地球の限界の危機
・持続可能な開発目標に向けた取り組み 4(2)
・温室効果ガスの削減とクリーンエネルギー

本県の現状
・健康寿命 3(5)
・医療機関、医師数の推移 3(6)
・発電量と電力使用量 4(3)
・再生可能エネルギーの状況 4(4)

可能性と課題

・健康寿命の更なる延伸
・医療、介護、福祉で必要な人材の確保
・温暖化対策の推進と再生可能エネルギー資源の活用
・持続可能な社会への転換

取り組みの方向性
・安心して暮らすための保健・医療・福祉の充実
と持続可能な社会への転換

↓
戦略４ 安心「やまなし」充実戦略
目的：地域で安心して暮らすための医療提供体制、

地域福祉体制の確保や持続可能社会への転換
手段：医療提供体制の確保

地域福祉体制の充実・強化
環境保全と地域資源の活用
温暖化対策

政策 健康・命を守る保健医療の確保
・健康寿命の更なる延伸にむけた健康づくりの推進
・医療を担う人材の確保・定着

・疾病対策の推進

政策 地域で安心して自分らしく暮らすことができる
福祉の充実

・地域包括ケアシステムの深化・推進
・地域共生社会の推進
・自殺予防対策

政策 環境と調和した持続可能な社会への転換
・環境の保全と地域資源の持続可能な活用
・クリーンエネルギーの活用
・県民総参加による地球温暖化対策の推進

•戦略４ 安心「やまなし」充実戦略の考え方



時代の潮流
・リニア中央新幹線の開業
・道路のストック効果
・公共交通の利用者の減少
・温暖化による気候変動 5(1)
・豪雨、台風、地震、火山噴火の発生 5(2)
・自助・共助・公助の役割分担
・電話詐欺（特殊詐欺）等の発生

本県の現状

・リニア中央新幹線による時間短縮効果 6(1)
・道路延長、改良率等の状況 6(2)、6(3)
・公共輸送人員の減少 2(4)
・台風被害
・電話詐欺の状況 5(4)

可能性と課題

・交通の利便性向上と時間距離の短縮
・リニア開業効果等の全県への波及
・高齢者等の交通手段の確保
・防災減災対策の充実
・激甚化する自然災害や富士山火山噴火への備え
・電話詐欺等への対応

取り組みの方向性
・産業や生活の基盤づくり

↓
戦略５ 快適「やまなし」構築戦略
目的：県内の経済活動や人々の生活を支える基盤の整備
手段：交通ネットワークの充実

防災体制の整備
地域コミュニティの活性化

政策 産業・生活を支える交通ネットワークの充実
・地域高規格道路や高速道路など交通ネットワークの充実

・県民の足となる地域の公共交通機関の確保
・県内各拠点間をつなぐ道路ネットワークの整備

政策 災害に強い県土づくり

・防災・減災のための公共土木施設の整備
・情報提供や防災訓練の充実による災害発生時の対応力強化
・自助・共助・公助の適切な役割分担
・メンテナンスサイクルの構築（長寿命化）
・災害時のライフライン強化
（避難路などの道路ネットワークの確保や耐震化）
・災害に強い森づくり

政策 地域を支えるコミュニティづくり
・移住者等の定着支援
・空き家対策の推進
・防犯対策等による暮らしやすい地域づくり
・県民にやさしいまちづくり

•戦略５ 快適「やまなし」構築戦略の考え方


